
　　　　

令和7 年 2 月 14 日

8 時 30 分から 18 時 まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 関係法規を遵守し、他の社会資源との連携を図った適正且つ、きめの細かいサービスの提供を行っていく。

事業所名 てらす森松 作成日支援プログラム（参考様式）

・滞在スケジュールや手順書、絵カードや写真カード、タイムタイマーを使って活動スケジュールや見通しを持って過ごせるように支援を行います。
・制作活動では、色、形、重さなどの感覚を経験できるように支援を行います。
・調理活動では、分量を量ったり決まった数を盛り付けたりしながら支援を行います。

・小学生から高校生までの様々な年代のお友達と集団活動を通して関わる機会を提供します。また、終わりの会では今日の楽しかった事などを発表し、自分の思いが伝わる経験ができるよ
うに支援を行います。
・「貸して」「ちょうだい」「どうぞ」「ありがとう」などその場面に応じた使い方を伝え、コミュニケーションボードを使用し視覚的にも伝わりやすい支援を行います。

・職員やお友達と一緒に遊んだり、集団活動を通したりして他者との関わりを持つ経験を積めるように支援を行います。
・買い物活動では、実際にスーパーや飲食店に行き欲しい物の選択や支払い方を経験してもらう支援を行います。

支援方針

食事、衣類の着脱、トイレなどの日常生活における基本的動作及び知識技能を絵カードや写真など視覚的な支援など個々に合わせた支援方法で習得を目指す。集団活動に適応することがで
き、生活能力の向上の為に必要なPT・ST訓練や集団活動（運動、お出かけ、制作、料理など）を行い、達成感や自己肯定感を育てていく。他の利用者、職員などと関わる中でコミュニケー
ションの楽しさ、表現することの楽しさが感じられるように支援し、笑顔で楽しく当施設の利用ができることを目指す。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節の行事（お花見・水遊び・夏祭り・ハロウィン・クリスマス・節分・ひな祭り）
・避難訓練、お出かけ（消防署・自衛隊見学、いちご狩り・ぶどう狩りなど）、誕生日会、他の事業所との交流会などその他制作活動や運動・感覚遊びなど毎日違ったレクリエーションを
行っています。

（別添資料１）

家族支援

個別支援計画書の更新時期やご家族との対話や連絡ノートを通し、支援の方向性
を共有できるように努めていきます。また、家庭での困り事に関する助言やサ
ポートを行っています。 移行支援

進学や卒業に向けてといったライフステージの切り替えに対して必要な支
援を行えるように、地域や関係機関との連携に取り組んでいきます。

地域支援・地域連携

通所支援連絡会への参加をします。関係する放デイや児童発達支援事業所、相談
支援事業所に様子を報告するなど情報共有し、密な連携を図っていきます。 職員の質の向上

虐待防止・人権・応急処置に関する方法など定期的な研修を行います。ま
た、個別支援についてもケース検討やミーティングを行います。

支　援　内　容

・心身の健康に配慮し、安全な環境のもと支援を行います。
・荷物整理、食事、排泄、身だしなみなど基本的生活スキルの向上の為の支援を行います。
・全体的に構造化を意識して環境調整をし、障害特性に応じて時間や空間を分かりやすくし支援を行います。

・活動を通してサーキットやお散歩などの粗大運動、ペンやはさみなどを使った微細運動を行います。
・様々な材料や道具を使い、指先の感覚や視覚的にも楽しめるような制作活動を行います。
・パーテーションで過ごしやすい環境や、比較的静かで刺激が入りにくい学習スペースを提供します。
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